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研究成果の概要（和文）： 

成果は次の三つにまとめられる: (1) オーダ数に関する時系列マイニングから，オーダ数の時

間的ふるまいから病院全体の動態，病院全体のプロセス管理がどうあるべきかについての指針が

得られた。 (2) 看護オーダ数の時系列変化についてマイニング手法を適用することで，看護の

オーダが，症例共通，症例固有のものに分類できた。(3) クリニカルパスによって進捗管理して

いる疾患に関しては，パスで設定されている診療行為の実効性を評価できるとともに，本来パス

上に設定されていないが，必要である診療行為の存在を発見し，クリニカルパスの更新の必要性

をデータから検証できた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
  The research achievements of this project are summarized as follows: (1) Application 
of temporal data mining process to datasets on the number of clinical orders captured 
temporal characteristics of clinical orders and extracted important knowledge for 
clinical process management. (2) Application of temporal data mining methods to datasets 
on temporal change of nursing orders showed that nursing orders can be classified into 
three major categories: the orders common to a disease and those specific to the status 
of severity of patients. (3) Especially for a disease where a clinical pathway is applied, 
the proposed process provided a empirical validation method for the clinical pathway and 
supported its revision.  
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１．研究開始当初の背景 

診療情報の電子化(通称 医療の IT 化)の

進展に伴い，医師，看護師の診療記録，処方

箋，検体検査・放射線画像，医事会計データ

ばかりではなく，医師・看護師の診療行為の

時系列的記録もが電子化されたデータ(病院

情報システム)として蓄積されはじめた。こ

れらの蓄積したデータを用いることで，診断

の支援，治療効果の判定，医療事故のリスク

を含めて，さまざまな種類の診療支援が可能

となり，いまや病院管理の重要なツールにな

ろうとしている。たとえば，島根大学医学部

付属病院(外来:のべ 1000人/日，病床数 618)

では，平成 19 年 5 月から稼働，さまざまな

部門のデータが分散型データベースシステ

ムとして蓄積されている。 

申請時稼働しているシステムで調査したと

ころでは，診療報酬に伴う診療行為が 1日あ

たり 7000件登録され，1日あたりで約 100MB

の文字型データと約 10GB の画像データが蓄

積されている。これは一年で，それぞれ 10GB, 

3TB のデータとなり，これらのデータの有効

活用は今後の病院情報システムでの大きな

課題となってきており，大きくは次の二つの

目標があげられる: 

(1)診療支援: これまで，我々は慢性疾患の

病像をスナップショット的にしか観測する

ことができなかった。長期間に蓄積された慢

性疾患のデータをマイニングすることで，そ

の慢性疾患の全体像(治療例/未治療例を含

めて)を把握することが可能となる。慢性疾

患の長期予後についての知識を発見するこ

とで，より質のよい診療を支援できうる。さ

らには，全体像を横断的に調べることで，医

師が直観的に把握していた疾患の概念，およ

び疾患分類について，その概念の再構築も期

待できる。 

(2)病院管理: 一方，これまででも報道され

て問題となっている院内感染および医療事

故についても，診療行為の電子化によって蓄

積されたデータをマイニングすることで，こ

れらの事象のパターンを抽出し，感染・事故

を防止することが可能となってきている。こ

こで用いられるデータは診療資源の配置に

関わる病院管理のデータであり，ここでのマ

イニング技術の適用はデータに基づいた病

院管理という新たな展開を生む。 

 

２．研究の目的 

本課題の目的は，病院情報システム内に分

散的に蓄積された医療行為の時系列的記録

から，医師・看護師の診療過程を時空間的お

よび横断的に分析，ある疾患の診療過程に関

する時系列的パターンあるいは時系列モデ

リングを抽出するための基盤的技術を研究

し，実践的に病院情報システム上に実装・評

価することにある。研究計画・方法でも述べ

るように，これまでの研究から，医療のスタ

ッフの診療行為の時系列的特徴は単にそれ

ぞれが独立で直列的に実行されるわけでは

なく，複数のプロセスが並行にしかもそれぞ

れが影響を与えつつ実行されており，たとえ

ば，診断→治療と直列一方向的ではない。し

たがって，単なる系列的マイニングやネット

ワーク型構造のマイニング(単なるネットワ

ークでは構造が見えにくいという意味で)と

は異なる形の構造モデルを抽出する要素技

術を構築する必要がある。 

 

３．研究の方法 

(1)必要な要素技術 

本研究課題の実現において，特に重要な技術

的課題は以下の三つに焦点を当てた:(a) 分

散データベースに蓄積された時系列データ



をいかに病院情報システムのデータから抽

出し，データウェアハウスとして構築するか，

(b) 時系列データとして得られたデータウ

ェアハウスからどのような構造をもった時

系列パターンを抽出するか? (c)抽出され

たパターンを以下にユーザーが解釈しやす

い形に視覚化できるか? これらについて，図

1 で示された病院情報システムからデータを

抽出し，研究を進めた。 
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図 1  島根大学医学部附属病院の病院情報

システムの構成 

(2) 方法全体のプロセス管理としてのアク

ティブマイニングプロセス 

アクティブマイニングプロセスとは以下の

サブプロセスをサイクル上に回すことをい

う: プロセス 1: アクティブ情報収集, プロ

セス 2: ユーザ指向アクティブマイニング,  

プロセス 3: アクティブユーザリアクショ

ン. 

 これらのプロセスは本研究では，以下の図 2

のようなサイクルから構成される。 
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図2  アクティブマイニングプロセスと研究

代表/分担者，連携研究者との関係 

まず，病院情報システムのデータをデータウ

ェアハウス上に集約する。次に，ユーザ指向

アクティブマイニングプロセスにおいて，デ

ータウェアハウスからデータを抽出，種々の

グラフマイニング，時系列マイニング等のマ

イニング技術を適用し，データからパターン

を取り出す。アクティブユーザーリアクショ

ンでは，これらの結果を解釈し，どのような

点をインターフェイス開発にいかすべきか

についての知識を獲得し，インターフェイス

の実装を行い，さらにその評価にどのような

データを収集すべきかを検討する。ここで 1

つのサイクルが完了することになるが，ここ

からデータ収集のデザインの検討を次のサ

イクルとして，アクティブ情報収集プロセス

で検討をはじめる。なお，処方オーダーのミ

ス削減等の実際のシステムの評価は 2回目の

サイクル以降のアクティブユーザーリアク

ションのプロセスにおいて検討される。 

 

４．研究成果 

成果は次の四つにまとめられる: (1) オー

ダ数に関する時系列に軌跡マイニングの方

法を適用し，オーダ数の時間的ふるまいから

病院全体の動態，病院全体のプロセス管理が

どうあるべきかについての指針が得られた。

(2) 系列マイニングの手法から，各診療科に

おけるオーダの出し方に特徴があることが

わかり，診療科毎のプロセス管理がどうある

べきかについての指針が得られた (3) クリ

ティカルパスによって診療プロセスが進捗

管理されていない疾患の看護オーダ数の時

系列変化についてマイニング手法を適用す

ることで，看護のオーダが，症例共通，症例

固有のものに分類でき，さらに，症例固有の

ものについては，症例の重症度によるオーダ

のグループ化が可能であり，しかもその各グ



ループについての適用期間についてのパタ

ーンが抽出できた。(4) クリニカルパスによ

って進捗管理している疾患に関しては，パス

で設定されている診療行為の実効性を評価

できるとともに，本来パス上に設定されてい

ないが，必要である診療行為の存在を発見し，

クリニカルパスの更新の必要性をデータか

ら検証できた。 

本研究によって，診療プロセス管理として

用いられているクリニカルパスの作成支援

および実行されているクリニカルパスの検

証を時系列マイニングの手法に行うことが

明らかになった。さらに，これらの結果から，

病院情報システムに蓄積されたデータに基

づいて，医療プロセス管理に関するアクティ

ブマイニングプロセスの有効性が示された。 

なお，この成果は，本年度の医療情報学連合

大会で報告され，優秀論文賞を受賞した。 
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